
１日 (水） 素敵なキルト

  ２日 (木) 書道教室

  ３日 (金) 囲碁クラブ

  ４日 (土)

  ５日 (日) 登米市バレーボール協会　詩吟教室　横丁会　

  ６日 (月) ココヂカラプロジェクト　囲碁クラブ

  ７日 (火) 雀愉～会　まいやんレクダンス　米谷みつ和会

  ８日 (水） 仲間町新和会

  ９日 (木) 米谷二区振興会　交通防災委員会　産業観光委員会　文化委員会　書道教室

10日 (金) 囲碁クラブ

11日 (土) 横丁会

12日 (日) 新小路町内会　詩吟教室　横丁会　鍛治町町内会

13日 (月) 囲碁クラブ

14日 (火) 雀愉～会　絵手紙サークル　フラ・アロハ

15日 (水） 鳥海サロン　素敵なキルト

16日 (木) 書道教室

17日 (金) 囲碁クラブ

18日 (土)

19日 (日) さくら祭

20日 (月) 雀愉～会　囲碁クラブ

21日 (火) まいやんレクダンス

22日 (水）

23日 (木) パン作り講座　書道教室

24日 (金) 地域づくり役員会　囲碁クラブ

25日 (土) 鍛治町町内会

26日 (日) 仲間町新和会

27日 (月) 新小路なでしこ　囲碁クラブ

28日 (火) 雀愉～会　フラ・アロハ

29日 (水）

30日 (木)

４月の部屋利用予定 （３月２３日までの申請分）

Q１ 米谷の「種まき桜」が咲く場所はどこか

わかるかな？

A、元町 C、新小路

B、南の沢 D、秈荷

Q２ 宮城県民は靴下に穴が開くことをなん

といっているかわかるかな？

A、こんにちは靴下

B、おはよう靴下

C、さよなら靴下

D、おばんです靴下

Q３ これが表している身につけるものは何

でしょう？

まいやん

（空欄は利用予定なし）

クイズ

子ども東大王最強クイズより引用

答えは公民館だより

のどこかにあるので

探してみてね～
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◇毎月１１日は「米谷見守りの日」!

黄色いタオルの掲示をお願いします。

１日 新学年・新年度

18日 よい歯の日

９日 大仏の日

23日 ビールの日

29日 昭和の日

令和８年度

米谷地区デマンド型乗合タクシー

利用登録者募集中！！

只今、令和８年度米谷地区デマンド型乗合タク

シーの利用登録者を募集中です！ご自宅から目的地

（指定場所）まで移動でき、小学生から大人まで低

料金で利用でき、とても便利です。

買い物や通院など、日常の移動をサポートします。

利用には登録が必要で、随時登録申込みの受付を

しておりますので、米谷公民館までお問合せ下さい。

【登録料】 １人 １，０００円

１世帯(４人以上)  ３，０００円

【利用料金】一 般 ：東和町内（1回） ３００円

東和町外（1回） ４００円

中・高校生：東和町内（1回） ２００円

東和町外（1回） ３００円

小 学 生：東和町内（1回） １００円

東和町外（1回） ２００円

【問合せ先】 米谷公民館

０２２０－５３－２００６

登録方法や利用方法等のお問合わせは

米谷公民館までご連絡ください。

※表記の関係上、団体名を省略させて頂く部分があります。

令和７年度

健康麻雀親睦交流大会

3月10日、登米市社会福祉協議会東和支所との共催で、

「健康麻雀親睦交流大会」を開催しました。今回の大会は米

谷内外からの２８名の方に参加していただきました。和やか

な雰囲気の中で対局が行われ、健康麻雀を通して、参加者同

士の交流も深まり、有意義な時間となりました。入賞者のみ

なさん、おめでとうございます！

主催：米谷公民館 共催：登米市社会福祉協議会東和支所 主管：雀愉～会

米谷公民館だより

我家に８歳の金太郎（柴犬）が居ます。老母の認知度が気

になり始め、その対策で子犬の相手をすれば進行が遅れる

のではと期待して「豆柴」ならと茨城県のブリーダーに車で

行き購入してきました。生後４５日の小さく可愛い子犬が家

の中を走り回り老母にもまとわって喜びが伝わるほどでした。

しかし、豆柴と思った金太郎は日増しに大きくなり普通の柴

犬以上に育ったのに老母は日増しに認知度が進んでしまい

ました。４年前から動くのは口と手と胃腸ぐらいで在宅入浴

などの介護を受けて月１０日のショートステイの日々で効果

は有りませんでした。でも温厚な金太郎は近隣のお年寄り

にはなぜかモテモテです。私は普通ですけどね。

令和８年２月末現在

行政区 世帯数 男 女 計（人） 前月比

１区 112 106 127 233 △1

２区 76 87 93 180 0

３区 227 257 270 527 △2

４区 53 64 76 140 0

５区 62 85 76 161 △1

６区 46 53 64 117 0

７区 56 75 73 148 0

８区 89 127 123 250 △2

９区 55 81 81 162 △1

計 776 935 983 1,918 △７

「ちょっとそこまで」

をもっと便利に。

米谷８区 熊谷 富士男 さん

利用登録証

へつれと



　

米谷公民館公式ＳＮＳ

Instagram LINE

ジュースやビールの缶に付

いている開け口の金具をお

持ちください。プルタブは本

体を２～３回ねじると簡単に

外れます。

集められたプルタブは赤い

羽根共同募金になり、福祉

活動や防災・減災のために

活用されます。

ペットボトル飲料のキャップの

み回収しています。それ以外の

キャップはご遠慮下さい。キャッ

プに付いているシールなどもは

がし、汚れたキャップはできるだ

け洗い、乾燥させてからお持ちく

ださい。

集められたキャップは８６０個

でポリオワクチン１人分に交換さ

れます。

切手の周りを５ｍｍ～１ｃｍ

ほど残して、封筒やはがきごと

切り取ります。切手を剥がして

しまうと寄付できない場合があ

りますのでご注意ください。

集められた使用済み切手は

赤い羽根共同募金になり、福

祉活動や防災・減災のために

活用されます。

にはなぜかモテモテです。私は普通ですけどね。

チョークアート講座エコキャップ回収運動

【講 師】Belle epoque代表

及川まゆみ先生

２月２６日（木）、チョークアート講座を開催しました。

黒板に専用のオイルパステル（チョーク）を使い、

縁どり、色塗り、指でぼかす作業を繰り返し、素敵な

チョークアートが完成！難しいイメージをお持ちの方

もおりましたが、先生に図柄を用意していただいた

ので、初心者の方でも楽しくチョークアートを体験す

ることができました。機会がありましたらぜひ挑戦し

てみてください。

米谷公民館趣味的講座米谷地域づくり交通防災委員会事業

まいやんクイズ 答え Q1、B Q2、B Q3、ベルト

２月２５日に米谷病院の医師確保と経営安定のための要

望書を、登米市役所の応接室で熊谷康信登米市長に手渡

しました。

出席者は齋藤政孝米谷地域づくり推進協議会長はじめ、

米川、錦織の各会長及び役員並びに有志の方々でした。

要望書に対する登米市からの返答は、米谷病院を分院や

診療所化とする考えはない。また米谷病院を退職する内

科医の後任医師の確保の目途はついているが、整形外科

医については、鋭意努力中とのことでした。

米谷病院の医師の確保

市長へ要請

市長へ要望書を提出する齋藤会長

令和7年度内に地域の皆さまからご協力いただいた

ペットボトルのキャップを登米法人会に提供いたしました。

今年度回収したエコキャップの量は１１１．５キログラム。

個数にすると、４４，６００個が米谷公民館にあつまりまし

た！これはポリオワクチン５５人分になります。

またプルタブは１４．１キログラム、使用済み切手は３８

グラム集まりました。ご協力ありがとうございました。

令和８年度も引き続き継続して環境エコ運動を行いま

すので、ご協力お願いいたします。

プルタブ エコキャップ 使用済み切手

回収ボックスは公民館ロビーに設置してあります

～おねがい～
汚れたキャップはかならず洗い、乾燥させてからお持ちください。

ペットボトル飲料水のキャップ以外のものはご遠慮ください。

いずれの事業も、詳しくは米谷公民館までお問い合わせください。

また精米機も使えますのでご利用ください。

ＴＥＬ ５３－２００６ 米谷公民館

平成３１年４月から令和８年３月まで７年間、地域の皆様に支えられたことにより、何とか館長と

しての役目を果たせたのかなと感謝しております。この７年間で特に思い出されるのが、コロナ騒動。

令和２年３月から公民館の使用中止となり、ふるさと文化祭、運動会も中止。文化祭や運動会が再開

できたのは、令和５年度になってからでした。この間の公民館運運営につきましては、災害とはいえ

皆様に多大なご迷惑をおかけしました。現在はコロナの心配はほとんどないとはいえ、引き続き緊張

感をもった公民館運営を期待しています。新館長は過去に公民館経験もあり、米谷の社会教育推進に

期待できる方です。どうぞ私への支援同様にお力添えをお願いします。今後はいち市民として米谷の

地域づくりの応援ができればと考えています。７年間ありがとうございました。

退職のごあいさつ

斎藤 茂春


